
テーマC‐2:４Rや脱プラの拡大でごみ減量

梶原成元

（公財）廃棄物・３R研究財団



第2回市民会議でのご意見

イメージ アイデア

脱プラ宣言ちがさき
（使い捨てプラ等がなくなってい
る末「ちがさき」）

計り売り店の普及促進

自動販売機禁止

プラスチックトレイの無いスーパー

色々な物のリサイクルが可能な街

資源が循環し、ごみが極力出ない
まち

生ごみゼロ

エシカルな食が身近でおいしいま
ち

紙ストローをやめてステンレスストローが普及している（味わ
いの向上）

ごみが少ない観光客が多いまち

みんなビーチクリーンに参加できる

みんなが海をきれいに利用している

海岸沿いのごみが無くなってほしい

財政確保のために年間を通じて観光客が呼べるような施設

４Rが当たり前の魅力あるまち ４Rが当たり前なまち（きれいな街づくり）

上記により、市外から沢山の人が遊びに来るまち



ごみ処理・資源循環と気候変動

◆ 2019年度の廃棄物分野のGHGｓ排出量の76％は、
焼却・原燃料利用に伴うＣＯ２。

◆そのうち、廃ブラスチック（一般廃棄物＋産業
廃棄物）と廃油（産業廃棄物）から、3/4排出。

◆従って、プラスチック対策は、非常に重要。

◆一方、資源の採掘、加工、製品製造、利用など
の流れの中で、資源循環（３R＋Renewable）で
貢献できる分野は、全GHGｓ排出量の約36％。

◆従って、モノの生産・消費等の見直しや資源循
環は、非常に重要。



家庭系のごみの中身 出典：茅ヶ崎市一般廃棄物処理基本計画、2023年5月

・家庭系 燃やせるごみ 家庭系 燃やせないごみ

• プラスチック(36.9%)、鉄類(25.9%)、
陶磁器・石・その他不燃(15.1%)の順
に多い。

• 資源の混入率は7.5％

• 厨芥類(47.1%)、紙類(36/5%)、プラス
チック(9.4%)の順に多い。

• 資源の混入率は23.7％



資源を大切に使い、ごみの発生の少ないまち

• ３R（Reduce、Re-use、Recycle） という考え方が参考になります。 茅ヶ崎市

では、４R（Refuse+3R)を推進しています。

• 使い捨てのプラスチックを削減することは重要です。市民だけでなく、協力してくれる

お店の増加や地域ぐるみのルール化も大切です。 レジ袋の有償化はこの良い例です。

• プラスチックを燃やさないことは、CO2の削減にとても効果的です。茅ヶ崎市では、

プラスチックごみの削減を重要課題としています。

• リサイクルすることで、新たな資源を節約することは、一般にCO2を大きく削減する

ことを持っています。大切なことは、市町村の分別に協力することとその先に関心を

もつこと。業者さんの古紙や金属類の回収などに協力することも大切です。



茅ヶ崎市における一人一に当たりのごみの排出量の推移
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〇茅ヶ崎市では、2022年4月

(令和4年4月)から、ごみの

有料化を開始。

○意識改革を通じて、排出量

が減少

参 考



茅ヶ崎市の容器包装プラの処理の状況

分別収集：「資源ごみ」「プラスチック製容器包装類」

透明・半透明の袋 週1回

寒川広域リサイクルセンターに搬入。 ベール(塊）にまとめる。

令和6年度予定：3650トン（平塚市、寒川町の分を含む）

リサイクル業者で、プラの種類ごとに、再生樹脂、パレット、土木用資材とし
て、活用。 利用できないものは、処分。



CO₂をできるだけ出さない商品選択ができる

• 洋服、日用品、家電製品などについては、「原料採取」「加工」「流通」「利用」「廃棄」のそ

れぞれの段階で、CO2を排出します。

• 商品選択の始めに「本当に必要なものだけを買う」という選択もあると思います。

• できるだけ長く大切に使うために、リユース・リペアも大切です。事業者の方々に寿命

の長い製品の提供やリユース・リペアのサービスの提供していただくことや、市民がフ

リマ・メルカリなど長く使い続けることも大切です。このようなサービスの情報が簡単

に手に入ることも大切です。

• エネルギーや資源を使って作った製品を遊ばせることなく効率的に使う方法として、

必要な時に必要な人が使うとシェアリングという手段があります。

• 事業者の方々には、カーボンフットプリントやリサイクル財の利用状況などの表示を

お願いするともにに、その商品を購入することで応援ができます。



9
出展：成長志向型の資源自律経済戦略（2023年3月）AppendixⅡ 参考図表

バージン材製造とリサイクル材製造でのCO2排出の違い



国内52都市の脱炭素型ライフスタイルの選択肢、カーボンフットプリントと削減効果ハンドブック、国立環境研究所・IGES

脱炭素型ライフスタイルの選択肢とその最大削減効果

横浜市



焼却処理場がなく、すべて埋立による最終処分

埋立処分場の残余年数のひっ迫

住民
排出者責任者の意識
独立した自治制度

企業
リサイクルセンター

の立ち上げ

行政
制度設計のサポート
研修講習会の開催

ごみの減量・埋立処分場の延命化
ごみの分別回収を続けた結果、

大崎町では埋立ごみの80％以上の減量化を達成

処理経費の低減・売却益金の町への
還元

一人当たりのごみ処理事業が大崎町は9,364円と全国平均のおよそ2/3の
額。また分別回収されたごみは再生可能な資源として業者に売却し、お

よそ725万円が売却益金として、町の事業に活用

大崎町リサイクル
未来創生奨学金

雇用の増加
地域知名度アップ
（海外にも展開）

課題

施策

結果

サーキュラービレッジ鹿児島県大崎町「リサイクル率日本一」

https://www.osakini.org/base/
https://www.asahi.com/sdgs/article/15020322



https://matsumoto.keizai.biz/headline/3829/
https://skima-shinshu.com/walk-with-bottle/

長野県松本市にある栞日は松本城の城下町にある書店です。
城下町松本では周囲の山々から流れでる水が地下にたまり湧き水の
地としても有名です。

観光客が城下町松本を散策する中で店舗だけでなく
自然の恵みでもある湧き水を楽しんでもらいたい思いで取り組みが
始まりました。

使われなくなった水筒やタンブラーを回収して書店「栞日」に置き、
ドリンクのテイクアウトに利用できるようにする。
デポジットなど費用は不要。持ち帰ったボトルは、その後マイボト
ルとして使うことも可能で、返却期限は設けない。
同社の菊地希美さんは「デポジット制は大変なので、いつ返すかは、
使う人に委ねてみることにした。
集まったボトルを共有財産として活用できれば」と話す。

「栞日にできること」というテーマを掲げて、さまざまな取り組み
を展開。
ごみの減量はその中の一つで、店で出るごみの分別の強化や、マイ
ボトル持参の呼びかけなどを行っている。

書店や銭湯を営む「栞日（しおりび）」が

使わない水筒やタンブラーを回収して無料で貸し出す取り組み「WALK with BOTTLE」



ゼロカーボンパーク1号松本市乗鞍高原と「WALK with BOTTLE」

乗鞍では地球温暖化の影響により、山や地域の生態系が変わること
で住み続けることが困難な地域となっている。
気候変動対策として地域でできることを模索し取り組みを行ってい
ます。
その一つとして、Gift Norikura（カフェ）では左の絵のような地域
にあるものを活かしたメニュー作りや登山客に向けてのマイボトル
推進を行っており、今後は、乗鞍と松本をつなぐきっかけとして
「WALK with BOTTLE」の展開を構想。

Gift 
Norikura 栞日

個々人のマイボトル活用は重要だが、観光や街づくりのシステムとして、
マイボトル（≒ゼロウェイスト）をどのように活用させるのかがポイント

https://giftnorikura.com/#about



マッチング型の新し
いフリーマーケット

日用品の量り売りや
ゼロウェイストな生
活の提案

茅ヶ崎での取り組み事例

https://the-foodbase.com/ https://www.instagram.com/meguru_low_waste_shop/ https://www.instagram.com/zeromarket.jp/



リユース容器利用の事例



参考：市民のアクションメニュー
－茅ヶ崎市一般廃棄物処理基本計画より－

①リフューズ

・４Rを意識する。

・不要なカタログ類の配送を断る。

・レジ袋を断る。簡易法を利用する。

②リデュース

・長持ちする製品の購入（使い捨て

製品の使用を自粛する。）

・生ごみの自家処理を心がける

・生ごみの減量化を心がける。

・野菜ごみ。食べ残しを出さない。

・食品の使用時期を意識して購入。

・ごみ減量化や資源化に取り組んで

いる店舗の利用。

③リユース

・フリマ、バザーなどに参加する

・着られなくなった衣類はすぐに捨てない

・マイボトル等を持参する

・修理してもう一度使用する

④リサイクル

・詰め替え用品やリサイクル品等のグリーン購入。

・再生品、リサイクル品などの積極的な利用

・排出マナーを守る（適正分別、適正排出） 

⑤市の施策への協力等

・施設の見学会、市民講座へ積極的に参加する

・市が発信する情報を確認する

・家庭内で情報を共有する



茅ヶ崎市のごみの分別方法

参考資料



一般廃棄物処理計画の３R関係施策の評価



茅ヶ崎市のごみ処理：現状と課題（抜粋）



茅ヶ崎市：ごみ(家庭系)の４Rの施策

１．リフューズの推進：

①マイバッグ運動・レジ袋対策の推進

２．リデュースの推進

①環境を意識したごみの排出抑制の啓発

②ごみ減量・リサイクル推進店の活動支援

③生ごみ処理容器等の普及の促進

④ごみの排出抑制・減量化に繋がる諸制度の検討：重要課題

＜プラスチックごみの削減＞＜食品ロスの削減＞

３．リユースの推進

①リサイクル品の活用推進

４．リサイクルの推進

①剪定枝資源化の推進

②適正分別のための情報提供

③集積場所における適正排出の指導

④家電リサイクル推進の継続



茅ヶ崎市：市民・事業者・行政の協力体制及び
４Rの推進を誘発する支援体制の確立

１．広報誌等各種媒体の利用による啓発の充実

①広報手法・広報内容の検討及ぶ効果的な啓発の実施

②HP、ハーモニアスちがさき島の積極的な活用

③公共施設等におけるポスター掲示の活用

④外国人向けごみ情報の案内

２．ごみ問題に関連した市民対話・環境学習等の充実

①市民党の意見交換会の実施＜重点施策＞

②発生抑制、資源化に関する講演会の開催

③児童向け環境学習への市職員の派遣

④親子向け、市民グループ向け等多方面への廃棄物施設見学会の実施

⑤市民、事業者向け講座の開催

⑥環境フェアにおける情報発信



市民の取り組み：アクションメニュー



市民の取り組み：アクションメニュー





市民の取り組み：アクションメニュー





事業者の取り組み：アクションメニュー



事業者の取り組み：アクションメニュー


